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本稿から始まるシリ-ズの主な目的は,東南アジアにおいて,現在どのような生薬が使用さ

れているかを明らかにすることである｡ また,問題のある生薬に関しては各市場晶の比較研究

を行なうとともに,各市場でみられる生薬を一つのセットと考え,それぞれの生薬群を比較検

討 し,おのおのの特徴を抽出することである｡ そのため,まず東南アジア各地で使用されてい

る生薬を各市場ごとに記載することから始める｡

本稿は,1971年 5月から6月にかけて約40日間,東南アジア各地,主にシンガポールおよび

マレーシアを中心に生薬の市場調査を行なった際に得た中国系生薬 (以下中綿と記す)約2300

点,イ ソド系生薬約 300点の うちシソガポ-ルで収集した中鵜の一部246点の基原植物につい

て考察したものである｡

東南アジア市場の生薬に関する報告は,これまでほとんどみ られないが,1930年に D.Hooper

がマラヤの中綿について調査し,Gardens'Bulletinにまとめて報告 している｡ そこに記載さ

れた中約は全部で456点で,そのうち植物性生薬415点 (基原不明のもの17点を含む),動物性

生薬20点,および鉱物性生薬12点が報告されている｡ また最近のものでは,木島正夫氏のタイ

生薬についての報告がある〔東南アジア研究, 5(1),182-194(1967),6(2),165-174(1968),6(3),

169-179(1968),7(1),76-96(1969),7(3)39卜411(1969),7(4),582-599(1969)〕｡そこに記載さ

れたものは,種子類生薬35点,果実類生薬24点の合計59点で,今後の報告が待たれる｡ これま

で報告されたタイ生薬は,すべて中綿にもみられるもので, このように同一薬物が異なった医

学体系の中で使用されていることは興味深い｡

*京都大学薬学部生薬学教室
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東南アジア研究 9巻4号

さて,シンガポールは9()%以上を中国人がしめる都市であり,それ故に生薬の中心は 中約で

ある｡ 著者 らは,生薬および食晶の貿易商 "益興貿易公司 (YakHengTradingCo.)"の紹介

によ一)て,シンガポールでは比較的大きい中約の小売店 "黄徳祥 (NgTeckSian)紡行"で取

り扱っているほとんどすべての品目を入手 した｡ただし窮香,蜂酢,鹿茸,人参,牛黄などの

高価な生薬で比較的よくその基原の知 られたものは除外した｡常用,稀用あわせて621点であ

1た｡

これらの生薬C/)記載順序は, 闇勺材学Ja)川部別の順序に従-'たが, これは整理の便宜を考

えたにすぎない｡今回は,某･材類50点,皮類21点,根茎類55点,根類120点をとりあげる｡

川部別の分類法は,原則として生薬の性状そのものにしたが うことにした｡ただし,茎,葉,

根などの混合しているもので tWJ一材学｣に記載のあるものは r紡材学｣ の用部別分類に従っ

た｡記載のないものに関しては, どの川部に入れるか問題のあるものがあり,特に茎 ･材類と

限類の分類がむずか しく,たとえば,木本性の生薬でカットされたものは,地上部か地下部か

の判断が困難なものがあった り, また藤本性のものでは根から茎まで含まれていた りする｡ そ

こで,材類または限茎類であると明瞭に判断できないものは, いちお う根株に入れ,明瞭に判

断できるもので根や茎の混合 している場合はその量の多い用部の項に入れた｡なお,用部別の

中では,Englerの分矧 l酎二記載 した｡

生薬の基原については,まずその生薬名か ら該当するものを文献に求め,文献記載の性状と

比較照合した｡ この際,基本文献として ｢鵡材学｣を使用した｡ ｢結材学｣をは じめとする中

綿関係の 文献に 該当するものを求めたとき,異名間物, 同名異物あるいは 生薬名の一字違い

(小売店の経営者が広東省出身者のためか, 異字同着のものがあてられている可能性が高いと

考えられる｡)などがたびたびみ られた｡ また, 全 く該当する記載のない中約も予想外に多く

み られた｡さらに文献により, 同一生薬名のものに異な-'た基原があげられていることも少な

くなかった｡これらの生薬の産地を知ることができれば,基原の推定ほより容易になるが,中

桁の商業機構の末端である小売店ではその種の正確な情報は得がたく,基原に関してなお問題

を残 しているものもある｡ このように文献記載の性状と比較照合して,ほぼ一致するものはそ

れ らの文献の基原を採用した｡文献に生薬名があっても性状が異なる場合,および文献にその

生薬名す らないものに関しては,その生薬の性状から基原を推定し,その学名か ら文献と照余

した｡

基原不明のものは学名のかわ りにその特徴を簡単に記すとともに,写真を付しておいた｡ こ

のような不明の生薬および正確な基原の解明については,今後の研究に課せられた大きな問題

であり,各方面の御教示を仰ぎ解決したいと考えている｡
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新田 ･吉田 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (∫)

茎 ･材類生薬
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〕

:S13鳥不企AraliadecaisneanaHance〔Araliaceae〕
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備

すりま約材学による学名

考

荊材学の柳寄生にはば一致するO

新村学の桑寄生にはば一致する｡

荊材学によれば江方,徐州産の木通
の商品名,木通の基原としてAke･
bia,Clematis属がある｡

新村学では夜交藤｡

常用中華前手冊では推通｡

常用中革新手桐の黄近藤に一致する

中筋志 VolIII.

荊材学の寛的藤にはば一致する｡

常用申革新手相の千打鍵にほぼ一致

する｡

G･B.(GarderlS'Bulletin) では笑
根,用部は根であるが木晶は枝｡

常用中革新手間による｡

(Stuart:ChineseMateriaMedica)
では Cedrela属｡

荊材学の轟音柳にはば一致する｡

門別ま陽の略字,荊材学では鎖陽.

常用車草新手冊｡

Tは稀用
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基 原

Tetrapanaxpapyrifera(Hook.)汰.Koch*
〔Araliaceae〕

Trachelospermum jasminoides(Lindl.)
Lemaire*〔Apocynaceae〕

CistanchesalsaBenth.etHook.f.*
〔Orobanchaceae〕

Uncariarhychophylla(Miq.)Jackson*
U.sinensis(Oliver)Haviland*〔Rubiaceae〕

LonicerajaponicaThumb,*〔Caprifoliaceae〕

SenecioscandensBuch-Ham.lCompositae]

Xanthium sibiricum Patrin. [ // ]

PhyllostachysnlgraVar.henonsisStapf.ex
Rendle*P.reticulataK.Koch*〔Gramineae〕

JuncuseffususL.*[ // ]

DendrobiunlSp.*〔Orchidaceae〕

性 状

;り,皮都濃かっ色,木部は黄かっ

!色で,ずい線明りょう｡

写真 1 川馬胎

蘇 梗 1木質,外皮かっ色,皮部薄く,木

ソの茎)とは同名異物｡ l

写真2 蘇 柾 も

備

新村学では通草｡

葛荊材学では肉社葬.

薪材学では鈎藤｡

常用中草新手冊.

//

紡材学では竹兵LIl-.

考

闇 臣 奄 ≡:
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新田 ･吉田 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (I)

No.i生 薬 名 l 性 状

毛 将 軍 革質円柱茎,外表灰黄色,綿毛密

布,ずいほ白色で大,根混入,ず

い線明りょう｡

写真 3 毛将軍

S32 ;官 母売TF単子葉植物茎 ? 外表は黄白色で

光沢があり,ずいは白く大きい｡

写真 4 官母売

S178 I(h9sli7芸;!喜≡ 恵藍軍 'fzSl,E,･Ms-I;U認 ま
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･o･i生 薬 名 !

風 不動T

血 皮 根

S470

602

地 風 板

玉 吐板T

東南アジア研究 9巻4号

性 状 と

木質,外皮灰かっ色,皮孔横紋が

ある｡皮部はやや厚く,木部は黄

かっ色で導管小孔顕著｡

.写真7 夙不動

木質,外皮かっ色,縦紋および皮

孔中点がある｡皮都濃色,木部置

かっ色,年輪様模様｡

写真 8 血反限

木質,外皮かっ色,縦紋および皮

孔中点がある｡皮都濃かっ色,木

部に導管小孔顕著｡

写真 9 地風根 l

革質,外皮かっ色で深い縦帯,木

部黄白色で導管小孔顕著,柔らか

く折れ難い｡

写真10 玉吐根



新田･吉田:東南アジアにおける生薬の比較研究 (J)

聖二Ls旦 冬 ll i

荊 公 猫T

性 状

木質,外皮かっ色,有刺,木部灰

黄色,年輪および導管小孔顕著,

根も混入｡

写真11 荊公猫

S548

1S549

S609

大 刺 具す

珍 珠 渡す

相枇草T

木質, S13鳥不企に類似するが,

刺小さく鋭い,木部黄白色,ずい

大｡

写真12 大別其

木質, S548大刺共に 酷似, 皮

部,刺,木部およびずいなどほと

んど同じ｡

写真13 珍珠療

木質茎および葉,外表紫かっ色,

縦紋｡薬は革質有銀歯と全線で厚

いものの 2種.寄生 P

写真14 粗放革
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皮 塀 生 薬

竺竺｣_隻_革 製 nLー_______華

桑 自 皮

牡 丹 皮

川 朴 板T

桂 皮T

杜 仲

合 飲 皮

海 桐 皮
(飲 片)

海 桐 皮
( 坐 )

黄 栢

白 焼 皮

樗 白 皮
(飲 片)

自春根皮
( 坐 )

春 根 皮
(飲 片)

樗 自 皮
( 坐 )

遠 士ノじヽ

川 加 皮

鴨 脚 皮

秦 樹 皮

五 加 皮

地 骨 皮

金塊納皮

原

MorusalbaL.*〔Moraceae〕

PaeoniasuffruticosaAndrew*
〔Ranunculaceae〕

Magnoliao侃cinalisRe九d.etWilson*
〔Magnoliaceae〕

Cinnamomum sp.*〔Lauraceae〕

Eucommi今ulmoidesOliver*
〔EucommlaCeae〕

AlbizziajulibrissinDurazzini*
〔Leguminosae〕

ErythrinaindicaL.*[ // ]

ク 〔 ク 〕

PhellodendronamurenseRupr.*P.sacha･
linenseSargent*〔Rutaceae〕

DictamusdasycarpusTurcz.*〔 /y 〕

AilanthusglandulosaDesf.(=A.altissinla
(Mills)Swingle)〔Simaroubaceae〕
orCedrelasinensisユuss.〔Meliaceae〕

// [ // ]

BetulautilisD.Donγar.?〔Betulaceae〕

// [ // ]

PolygalatenuifoliaWilld.* 〔Polygalaceae〕

AcanthopanaxsetchuensisHarms*
〔Araliaceae〕

Schemeraoctophylla(Lour.)Harms
l // ]

FraxinusbungeanaDC.*F.rhynchophylla
Hemsl.*〔01eaceae〕

Periplocasepium Bunge*〔Asclepiadaceae〕

Lycium chinenseMill.辛〔Solanaceae〕

CinchonacalisayaWeddell*C.redgeriana
Moens*C.succirubraPavon*〔Rubiaceae〕

限 茎 塀 生 薬

＼t-. 1卜∴:!1.冒. !.[;

金 狗 曹

砕 骨 補

大 黄

金 重 使丁
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Cibotium barometz(L.)J.Smith*
〔Dicksoniaceae〕

Drynariafortunei(Kuntze)J.Smith*

〔Polypodiaceae〕

Rheum sp.*〔Polygonaceae〕

Polugonum bistortaL.*〔 〟 〕

鵜 節 1NelumbonuciferaGaertn.*〔Nymphaeaceae〕

備

窮材学では川朴｡

樹皮だけでは種名の同定は困難

縦切薄片｡

荊材学では黄柏｡

薪材学では自鮮皮｡

樗自皮と春根皮は混同されている
C:M.M.によれば本革で既に基原
矧司されているとの記載がある｡

G.B.に よれば樺皮,樺の中国昔
日HuaHは Ailanthusである｡

Oが

常用中草新手冊の鴨脚木の樹皮と推
定 した｡

新村学では革皮｡

樹皮だけで 種を 決定する ことは困
難｡

備

荊材学では金毛狗背｡

約材学では骨砕補｡

荊材学では重楼｡

考



新田･吉田 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (I)

N0.1生 薬 名

雨 具 尖千

川 昌 芙

川 升 麻

ss55;賀≡ 躍 ≡

l

S59 両 豆 板

l

;565鵠 ≡

S63!番 胡 連

甘 松

S65;.茅 蒼 就

S98;一 糸
ト二11

S557㌢沖 合

芦 竹 根で

毛 根

三 校 片

胆 星

上 半 夏

基 原

AnemoneraddeanaRegel*〔Ranunculaceae〕

AnemonealtaicaFischer*〔 ク 〕

CimicifugafoetidaL.*[ // ]

CoptisteetaWallich*C.chinensis
Franchet*[ // ]

CoptisanemonifoliaSieb.etZucc.

[ // ]

Semiaquilegiaadoxoides(DC)Makino*
〔Ranunculaceae〕

Corydalisambigua(Pallas)Chamissoet
Schlechtendal*C.bulbosaDC*
〔Papaveraceae〕

Menispermum dauricum DC*
〔Menispermaceae〕

Ligusticum wallichiiFranch*
〔Umbelliferae〕

Notopterig,ium incisium Ting*N.forbesii
Boissier*〔 /y 〕

// [ // ]

PicrorrhizakurroaRoyle*
〔Scrophulariaceae〕

NardostachyschinensisBatalin*

〔Valerianaceae〕

Atractylodeslancea(Thumb.)DC*
〔Compositae〕

// 〔 /y 〕

AtractylodesmacrocephalaKoidz.* 〔/y〕

AlismaPlantago-aquaticaL γar.orientale
Samuelsson*〔Alismataceae〕

/y 〔 /y 〕

phragmitescommunis(L.)Trinius*

〔Gramineae〕

ImPerataCylindrica(L)Beauvoisvar･
ma;or(Nets)Hubbard*lCyperaceae]

ScirpusyagaraOhwi*〔 ク 〕

CyperusrotundusL.*〔 ク 〕

AcorusgramineusSolander*〔Araceae〕

ArisaemaambiguunlEngler*A.japonica
Bl.*〔 〟 〕

Arisaemaambigum Engler*A.japonica
Blume*[ // ]

PinelliaternataBreiter*〔 /y 〕

〃 〔 ク 〕

〃 〔 〟 〕

備 考

紡材学の九節昌蒲に一致する｡

新村学では升麻｡S54 升麻片は同
名異物｡

飲片｡

生｡

新村学では胡黄連｡

約材学では蒼水,茅は茅山で地名,

飲片｡

生｡

節材学の博昭に一致する｡飲片｡

生｡S98と同じもの｡

新村学では巌根｡

筋材学では自茅根｡

荊材学では荊≡陵｡

荊材学では香附子｡

特殊加工された南星｡

特殊加工された半夏で,飲片は透明｡
(写真15)

飲片｡ (写真15)

S73とは異なる加工の半夏,飲片｡

(写真15)
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N0.1生 薬 名 l 基

写真15 左から 上半夏,

半夏,法下茶

l

玉 竹 ;Polygonatum of罰cinaleAllioni*〔

備 考

ク

ク

呈Wright)WangetTang*〔 // 〕

正 川 只

CiZg

FritillariaroyleHook.*[ // ]

FritillariaverticillataWilldenow γar.
thunbergiiBaker*〔 /y 〕

iS81j天 仙 茅T

Js 82

colchesteri*[ // ]

CurculigoorchioidesGaertn.*
〔Hypoxidaceae〕

ss 88日 1日芸 至

香 三 奈

DioscoreatokoroMakino*〔 ク 〕

Belamcandachinensis(L.)DC*〔Iridaceae〕

KaempferiagalangaL.*〔Zingiberaceae〕

義 弟 片 !Curcumazedoaria(Berg.)Roscoe*

S 87

S 88

S 89

美 嚢 〔CurcumalongaL.*〔 /y 〕

老 亜 皮 ; /y 〔 /y 〕

新 自 笈 ≦FAerdciiliadaScteri許 (Thunb･)Reichenbachf･*

天 麻 葛GastrodiaelataBl.*〔 // 〕

健午千3

9

S
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HomalonemasaggittaefoliaJungh?
〔Araceae〕

写真16 千年健

薪材学では川見母｡

荊材学では仙茅｡

薪材学の山新で推河地方産｡

荊材学では革新｡

新村学では射干｡

薪材学では三奈｡

飲片｡

生｡

荊材学では干美｡

S88 北干完の皮部と考えられる｡

新村学では自及｡

薪材学では原植物不詳｡中筋志によ

る｡



生 薬 名

樟 繋 !■1.■T

根 類 生 薬

新田･青田:東南アジアにおける生薬の比較研究(1)

性状
f

鱗茎,色はかっ色～黒かっ色で2

- 5枚重なり,質は硬いが折れや

すい｡ユ リ科植物 ?

写真17 弾寒声

N0.1生 薬 名 】 基

S170

S188

S476

SIOO

S185

Sloュ

S102

SIO3

S560

S104

S106

SIO5

SIO7

SIO8

S109

Sュll

麻 黄 根

朝 敵 根

暗 掛 取で

自苧根.T

EphedrasiれicaStapf〔Ephedraceae〕

Pipersp.〔Piperaceae〕

FicusmicrocarpaL.〔Moraceae〕

Boehmerianivea(L.)Gaud.*〔Urticaceae〕

細 辛 Asarum heterotropoidesFr.Schmidtγar.
;mandschuricum (Maxim.)Kitag.*
;〔Aristolochiaceae〕

苫 烏 片

苫烏(塊)

苫烏(坐)

杜 牛 七

Polygonum multinorum Thumb.*
〔Polygonaceae〕

ノクク

AchyranthesbidentataBl.*
〔Amaranthaceae〕

准 牛 七 l // 〔 /y 〕

川 牛 七 !cyath｡la｡apitataMiq.〔Ra｡un｡｡la｡｡a｡〕

.〔Phytolaccaceae〕

銀 柴 胡 座 tueLlgaer碧ldciacrhyoio,nhlyall崇e:ea,r･lenceolata

芸 芸 : i,: lkcea.Tnfttni:?a望喜aenene,:issisO;:cxct:n** [ ,/ 〕

≡;;喜 幸荒 付 子鳥

S5611生 川 島 F //

灼 天 雄 腰 aonnLtnuc崇laCcheianee]nsisPaxton*

[ // ]

〔 ク 〕〔 ク 〕

傭 考

常用中草荊手冊｡

GlossaryofIndianMedicinalPlants

常用中草新手冊｡

荊材学では苧麻椴｡

常用中華約手冊の穿破石にほぼ一致
する｡

本品類似生薬は形状にしたがい全草
に入れた｡

荊材学では何首烏,加工方法がいろ
いろある｡

S102よりもさらに炭化した状態｡

生｡

満材学の牛膝にほぼ一致するO杜は
地名か ?

熔は加熱,猛毒のため減毒加工法が
最も多い｡

寛は減産の意｡

馬頭,附子および天雄はすべて
Aconitum の限｡
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卜_"i
1S117㌔

lll

生 薬 名

克天雄丁

目 附 子

草 烏

≡三…… ∴ :･-!j

赤 巧

S120丹 F防 己

is121 釆 弛 売

藍 盤T

l

≡:72㌢ .慧 警 慧

(S176と同名)

S1251千 着

基

東南アジア研究 9巻 4号

原 i 備

Aconitum chinensisPaxton*
〔Ranunculaceae〕

Aconitum sp.* 〔 ク 〕

/y 〔 // 〕

// [ // ]

PaeonialactifloraPallas* 〔 ク 〕

/y 〔 // 〕

PaeoniaobovataMaxinl.*P.veitchii
Lynch.* 〔 ク 〕

StephaniatetrandraS.Moore*
〔Menispermaceae〕

Linderastrychnifolium Villars*
〔Lauraceae〕

RaphanussativusL.*〔Cruciferae〕

IsatistinctoriaL.*?〔 ク 〕

DichroafebrifugaLour.*lSaxifragaceae]

Sanguisolbao侃cinalisL.*〔Rosaceae〕

RosalaevigataMich.〔 ク 〕

SophoraflavescensAiton*〔Leguminosae〕

Puerariapseudo-hirsutaTangetWang*
[ // ]

. . 草 慨 cgyurLtiz.asa:]raliensisFischer*

弓S1651 516誇 逮

;S187;概 概 板

l

:三二手 _- f二__-

l

I

l

i…｡789闇 憲

MillettiaspeciosaChamp.〔 〟 〕

Canarium album Raeush〔Burseraceae〕

ClausenaWampiOliver〔Rutaceae〕

Cedrelasinensis〔Meliaceae〕

EuphorbianscherianaStendel*
〔Euphorbiaceae〕

EuphorbiakansuiLion*[ // ]

CrotoncrassifoliusGeisell // ]

PhyllanthusemblicaL.〔 ク 〕

. !〔Vitaceae〕

S57畑 右 傾 板T

S131≦洋 参

1

(飲片)

(坐 )

608

Hibiscusrosae-sinensisL.[ // ]

Punicagranatum L.?〔Punicaceae〕

Panaxquinquefolium L.*〔Araliaceae〕

LedebouriellaseseloidesWolff.*

〔LTmbelliferae〕

// [ // ]

Changium smyrnioidesWolff.*[ // ]

考

禦 u*moEE'nS言古ilAT,:cpehaoen]ium-cS gi 旨

飲片｡

生｡

薪材学では況 (漢の略字)防己.

荊材学では莱服根｡

荊材学では板藍根｡

G.B.の英根に一致する.

荊材学では蓋根｡

常用中草新手冊｡S166とは同名異

物｡

C.M.M.

G.ち.

C.M.M.

常用小事新手冊｡

常用中草約手冊では余相子｡

G.B.の和尚頭に一致するo

G.ち.の川性皮に一致する｡

生薬名から推定｡

数等級あった｡



桝田･富田 :東南 rジアにおける生薬の比較研究 (J)

.
"
4

6

5

6

竺

U
,=

湖

U
,e

u
,e

生

州
柴

上
竹

北

川
(

撃 43J

胡 】

胡

参

本
)

海
柴

沙

高
鮒

(坐)

(飲片)

川 数 活
(坐)

香 白 花
(飲片)

自在(坐)

当 帰 片

当 帰 頭
(坐)

当 帰 尾

(坐)

前 胡
(飲片)

基 原

Bupleurum falcatum L.*〔Umbelliferae〕

Bupleurtlm ChinenseDC*〔 ク 〕

GlehnialittoralisFr.Schmidt*〔 ク 〕

Ligusticum sinenseOliver*〔Umbelliferae〕

ク 〔 ク 〕

S137㌔狸 .日時 Heracleum hemsleyanum Mich.*〔 ク 〕

.S568

l

)S138

S569

!S141

】S142
≡S139

(坐)

竜 胆 軍

事 先
(飲片)

AngelicapubescensMaxim.*

/y 〔 (, 〕

Angelicadahurica(Fischer)Benth.et
Hook.*〔 ク 〕

// [ // ]

Angelicasinensis(Oliver)Diels*〔 ク 〕

/y 〔 // 〕

･</ [ // ]

Peucedanum praeruptorum Dunn*〔 〟 〕

S571日 "菱 二㍍
(坐)

js572閥 板
iF

;S169㌦馬 鞍 藤

l
r

〔Umbelliferae〕

GentianascabraBunge*lGentianaceae]

GentianamacrophyllaPallas*〔 ク 〕

// 〔 /y 〕

Cynanchum stauntoni(Decais.)Hand.
Mazz.*〔Asclepiadaceae〕

Cynanchum atratum Bunge*〔 /y 〕

Ipomoeapes-capraseRoth.
〔Convolvulaceae〕

Solanum dulcamaraL andotherspp.?
〔Solanaceae〕

SalviamitiorrhizaBunge*〔Labiatae〕

･ 〔Scrophulariaceae〕

喜董5;闇 5MeunohbOrfa=a=:a:vfoaad!fgrCSililauTn;i;誓sdB*;';GT望,*C,0,rr?11*,',/i:b;obSi'a*clea''e3

S189 人 ′FlilrJ=寸 ;Rubiasp.〔 // 〕

1

l

DipsacusjaponicusMiq.*〔Dipsacaceae〕

TrichosantheskirilowiiMaxim.*
〔Cucurbitaceae〕

2-3等級あった｡

考

l

紡材学では自前, S572日徴根と混 ≡

Lト

∴∴ ∴

GD･写都 丹に- る0 人は入 t

荊材学では紅西軍｡

荊材学では天花粉｡
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東南アジア研究 9巻 4号

No･l生 薬 名

Sデ｡= t -
(飲片)

S184≒縁 升 麻(坐)

S96:香 排 草

610

基 原

AdenophorastrictaMiq.*〔Campanulaceae〕

Platycodongrandiflorum (Jacq.)DC*[//]

CodonopsISpilosulaNannf.*C.tangschen
Oliver*〔Campanulaceae〕

C.tangschenOliver〔 /y 〕

Jク [ // ]

AstertataricusL f.*〔Compositae〕

ⅠnularacemosaHook.f.*〔 ク 〕
Ⅰ.helenium L.*
SallSurealappaClarke*

Cirsium sp.〔 /y 〕

EchinopslatifoliusTausch*〔 ク 〕

TrachycarpusexcelsaWendl.?〔Palmae〕

// [ // ]

StemonatuberosaLour.*〔Stemonaceae〕

HemerocallisfulvaL.*〔Liliaceae〕

Ophiopogonjaponicus(Thumb.)Ker･Gawler*
〔 ク 〕

Asparaguscochinchinensis(Lour.)Merr.*
〔 ク 〕

CurcumalongaL.*〔Zingiberaceae〕
C.aromaticaL.*C.zedoaria(Berg.)Roscoe*

性 状

外皮黒色,内部灰白色,重質,柔

軟, S184線升麻の飲片,節材学

の升麻とは同名異物｡

外表決灰かっ色,大部分の外皮は

除去されている｡質は硬いが折れ

やすい｡

写真18 緑升麻

径約 8mmの直根と細根をもつ根

茎および茎からなる｡外表はかっ

色,質は柔らか く軽い｡

写真19 香排草

備 考

川木香 (ⅠnularacemosaHooker
f.),土木香 (Ⅰ.heleniumL),広木
香 (SaussurealappaClarke)

常用車草新手冊参照｡

荊材学では漏意｡

性状および生薬名から推定｡

//

新村学では郁金｡



新出･古田 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (I)

』No･E生 薬 名 】 性 状 書

辛-:tl 十 川 ∴ --∴ _:読 -:I::-_: _- lll

(坐)
茎残基があり,葉痕による横紋お

よび縦溝が顕著｡

写真20 芝蘭全

;也,横じわがあるo木部は勤 つゝ
!色～暗かっ色｡

S177日if;年 根 木質,外皮かっ色,薄片となって
(S178とrHJ/(,)

剥離, 皮部と木部も分離 しやす

い｡木部は黄かっ色｡

写真22 笛年限

S186!黄 蛇根T 皮つき薄木片O外皮は輩色でやや

!厚くコルク様,剥離しやすい｡木

.部に年輪様模様がある｡

写真23 輩蛇根



東南アジア研究 9巻4号

坐 _英 名 1 性 状

一 条 根 』木質,外皮灰 かっ色,縦清 があ

ほ 蒜悪霊芸賢黄色で年輪およびず

写真24 一条叫

291S

似するが,色はやや濃い｡導管小

孔顕著｡

写真25紅蛇根

S471 大 打 席 i木質,外皮火黄色 (限),黒かっ

負 (塞),木部はち密｡

写真26 大汗賦

S473!黄 枝 根

612

皮つき木片,茎混入 ? 皮部は淡

黄土色でやや厚い｡木部は黄白色

で極めて硬い｡

写真27 黄枝根



新LLT･.i-日:東南アジアにおける生薬の比較研究 (J)

iLk ･丁 壷 薬 名 t

刺 刀 根

性 状

木質,外皮は 灰黄色,縦溝 があ

る｡皮部はやや厚 く,木部は黄色｡

写真28刺刀根

丁ト - ~~ ~~ ::.l._∴∴ l二_:∵ :_::;I･-二
言
F

写真29 柑根片

小突起がある｡木部はかっ色でち

密｡きわめて硬い｡

写真30 番政根

S577 ;LH蒼 根T 皮つき薄木片,外皮黒かっ色,薄

･い.木部灰かっ色で年輪模様があ

: 写真31 Ll｣蒼根
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東南アジア研究 9巻4号

S578

∴ ~ '::㍉ L-∴ ∴ :-_._三 -__一二

i 写真32 克画風

千 斤 秤で 皮つき木片,外皮黒かっ色｡断面

再こ黒かっ色の樹脂様物質が付着,

写真33 千斤秤
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